
令和４年度第１回 
県政モニター調査結果 

高齢者生き生き推進課 生きがい推進係 

    （℡０９９－２８６－２５６８） 

テーマ 高齢者の社会参加について 

調査目的 高齢者の皆さまが，豊かな知識・経験・技能を生かして地域社会の担い手として

活躍し，地域での役割を果たしながら生きがいをもって生活できるような取り組

みを進めていくにあたって，参考とするため実施するもの。 

調査時期 令和４年５月 

調査対象数 200人 

回答者数 141人（70.5％） 

 

問１：「高齢者」というと、何歳以上の方をイメージしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２：日常生活の中で高齢者の方と関わる機会はありますか。（１つ選択） 
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１. よく関わっている（80）

57%

２.  時々関わっている（48）

34%

３.  あまり関わることはない

（10）7%

4.  全く関わることはない（3）2%

○歳以上 



 問３： 問２で「１（よく関わっている）」「２（時々関わっている）」「３（あまり関わることは

ない）」とお答えいただいた方は，どのように関わっているかをお聞かせください。 

（複数回答可） 

 

 

 

（その他） 

・仕事上のつながり（職場の同僚・上司以外） 

・共同住宅の入居者 

 

 問４： 問２で「２（時々関わっている）」「３（あまり関わることはない）」「４（全く関わるこ

とはない）」とお答えいただいた方は，機会があれば，高齢者の方と関わる機会を増やし

たい（より増やしたい）と思いますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合 

家族・親族 95 34％ 

友人 23 8％ 

職場の同僚・上司 19 7％ 

学校の先生 2 1％ 

地域のつながり 

（町内会など） 

78 28％ 

趣味のつながり 

（サークル活動、ボラ

ンティア活動など） 

37 13％ 

その他 27 9％ 
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思う（15）

22%

どちらかといえば、そう思う（34）

51%

どちらかといえば、

そう思わない（14）

21%

思わない（4）

6%



問５：地域社会の中で，高齢者の皆さんがどのような役割で活躍されることを期待しますか。 

（３つまで選択可） 

 

項目 回答数 割合 

昔ながらの知恵や技術を若

い人たちに伝える役割 

101 29％ 

豊かな経験をもとに若い人

たちに助言する役割 

80 23％ 

子育てをサポートする役割 46 14％ 

高齢者同士で支え合う役割 70 20％ 

地域の安全を守る役割 

（パトロールなど） 

40 12％ 

特にない 6 2％ 

その他 1 0％ 

 

 

（その他） 

・地域の公園や神社の清掃活動を行っている 

 

 

 

 

 

 

 問６：高齢者の皆さんが地域社会で活躍するために，県が取り組むべきことは何だと思いますか。

（３つまで選択可） 

 

項目 回答数 割合 

地域住民の要望に応じて、地域住民と高齢者をつなげ

る窓口の設置 

60 18％ 

地域住民と高齢者の交流場所の確保（公民館など） 53 15％ 

地域住民と高齢者の交流イベントの開催 61 18％ 

高齢者が地域社会で活躍することに対して特典を用意

（お得なポイントなど） 

44 13％ 

高齢者が地域社会で活躍するための研修を開催 45 13％ 

高齢者が地域社会で活躍するために必要な資金の補助 45 13％ 

地域社会で活躍する高齢者の表彰 18 5％ 

特にない 6 2％ 

わからない 3 1％ 

その他 8 2％ 
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（その他） 

・今までの経験や技能を生かせる場所の提供 

・高齢者同士で支え合うことについての啓発 

・若者への理解促進 

・簡単に使える移動手段，信頼していろいろ聞けるコミュニティを置く 

・仕事の提供（公園清掃や運動会の設営，花壇の手入れなど） 
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地域住民と高齢者の交流イベントの開催

高齢者が地域社会で活躍することに対して特典を用意

高齢者が地域社会で活躍するための研修を開催

高齢者が地域社会で活躍するために必要な資金の補助

地域社会で活躍する高齢者の表彰

特にない

わからない

その他



 問７： 高齢者の社会参加のための取り組みについて，ご意見やご提案などがありましたらお聞

かせください。（自由記述） 

 

・ 社会参加できるような環境の整備 

・ 得意分野や経験を発揮してもらう場の提供 

・ 高齢者が参加できるイベントの開催 

・ 高齢者が外に出て，金銭的負担が少なくて食事ができるような仕組み 

・ 自宅にいながら，何か参加できたらいい 

・ 集まる機会や場の提供 

・ 後継者不足に悩む職種，地域行事伝承や地域づくりに高齢者のこれまでのキャリアを生かせる

よう情報提供する 

・ 地域と行政が一体となって取り組む 

・ 健康保持のための地域ごとの研修会・勉強会 

・ 高齢者を取りまとめるリーダーの活用 

・ 子育てをサポートしてもらえたら助かる 

・ 高齢者の活動へのきっかけづくり 

・ 初めから高齢者と地域住民との交流を深めるより、最初は高齢者同士での交流を深めることで、

その後の地域住民との交流会などに一緒に行こうと思うことができるような環境を作ることが

良いのでは 

・ 小学校の空き教室などを活用し，シルバースクールとして，子ども達と一緒に登下校し（安全・

防犯上の観点や高齢者の健康づくりのため），学校と連携して，学習や昼休みなどに子ども達に

昔の遊びや経験談をつたえたり，教室に入れない子ども達のサポート役などを行ったりできる

機会を設ける 

・ 高齢者教育 

・ 活躍する高齢者の表彰 

 

 

 

 

 

 


